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序　論
　本論文は、立正大学心理学研究所共同研究「近年の
若者の対人関係特性の社会心理学的研究」の一部であ
る。また、筆者らが、ここ十数年行ってきた一連のア
ジアにおける対人心理の比較文化的実証研究の一部で
ある。本論文は、自己評価について内心と呈示の二側
面からの比較文化的アプローチを行っており、日本の
青年と韓国の青年の対人心理学的実証研究である。本
論文の目的は、自己評価の実証的研究であるが、自己
評価について東アジアの集団主義的価値観からの推論
への疑問を投げかける議論もしている。
　対人心理学の研究は、論文タイトルにあえて冠をつ
け、特定しなければ大半が青年を対象としている。し
かも研究対象者の大半は大学生なので、スチューデン
ト ・ サイコロジーなどと言われることもある。ただ、
この分野で実証データに基づく分析と議論を進めよう
とした場合、研究者の利用効率性などから対象が学生
となるのは、大学所属の研究者が多いなか、現実的に
みて、やむを得ないかもしれない。他方に、公的機関
による海外調査も含めた大がかりな青年期の心理 ・ 行
動の諸側面の調査が行なわれている。ただ、これらは
世論調査であり、当然のことながら、各々の対人心理
学研究者の専門的関心を十分に満たすものではない。
しかし、この種の調査には心理学者が参加しているこ
とから、グローバルな調査結果は、個々の研究者にとっ
て役立つデータも多くみられ、この分野の知見を得る
ことはできる。
　スチューデント ・ サイコロジーと批判されているこ
とは、逆にみると、青年期の対人心理や対人行動をあ
えて意識していなくても、この領域の知見は、その時
代の青年心理の知見を表わしていることになる。本論
文もこれまでの対人心理学の実証的方向の上にあるの
で、あえて、“近年の”、“若者の”とする必要はないか
もしれないが、社会の変化の著しいなかでの執筆であ
り、日本社会が急激にグローバル化し、家族形態が変
Abstract
　Thisstudyisacross-culturalstudyoftwoaspectsofself-esteemofJapaneseandKoreanyouths,
namelyinnernatureandself-presentation.Thesurveywasconductedwithaquestionnaire.Anorigi-
nalquestionnairewaspreparedtosimultaneouslyexamineboththeinnernatureandself-presentation
aspectsofself-esteem,usingRosenberg’sSelf-EsteemScaleasreference.Factor-analysisofdatawas
conductedandtwofactors,positiveevaluationfactorandnegativeevaluationfactorwereextracted.
Theinnernatureandself-presentationofJapaneseandKoreanyouthswerecomparedbasedoneach
factor.Itwashypothesizedthatthepositivedegreeof innernatureandself-presentationofKorean
youthswouldbestrongerthanthatofJapaneseyouths.Theresultssupportedthishypothesis.This
presentedthequestionofthevalidityofattributinglowself-esteemsimplytothecollectivistcultureof
EastAsia.Moreover,bothJapaneseandKoreanyouthsstronglydeniednegativeself-esteem,which
showsself-enhancementinthisregard.
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化し、ネットや SNS などの普及による対人コミュニ
ケーション手段の普及とそれによる人間関係の変化が
生じていることを考えて、冠をつけ、研究範囲を限定
し、明瞭にした。
　ところで、従来の対人心理学の知見は北米中心で、
実証データでもタイトルに北米をつけず、その実証的
裏付けも、文化をあまり考慮せず、普遍的であるとし
て広められて来た。このため、1950年から70年にかけ
て、日本に紹介されたこれらの実験社会心理学の成果
は暗に普遍性を示し、日本の研究は、それら既定の知
見と日本文化の独自性との比較研究としてはじめられ
たといえよう。しかし、その後、日本に限らず、多く
の異なった文化背景をもつアジア諸国でも、この分野
での実証的研究が進められ、普遍的とされる法則と異
なった結果が明らかにされるようになってきた。この
ような実証データと心理学全般における認知心理学の
展開により、対人社会心理学の研究アプローチは、80
年以降は、北米研究の普遍性と日本研究の独自性とい
う視点から、各文化の価値観を対等とする文化相対論
的考え方に移行してきている。そこには、日本だけで
はなく、韓国、中国の研究者の活躍も影響を及ぼして
きたといえよう。このためか、現在の対人社会心理学
の文化相対論的アプローチの多くは、北米とアジアの
比較研究がかなり重視されている。しかし、両者の対
照に焦点が当てられると、この対照が返って、アジア
文化の複雑性についての考慮を弱くしているところが
あると危惧される。
　日本の研究者にも“日本を含む
4 4 4 4 4
アジア圏において”、
といった不思議な表現をしている研究者もいて、アジ
ア諸国の独自性よりも北米対アジアという二極対立的
考え方が強く、実証的裏付けもないまま、日本を、ア
ジアの典型として扱っている。
　しかし、アジアの一角に住み、アジア諸文化の比較
研究を試みている筆者らから見ると、日本はアジアの
国の一つであるが、典型であるとは思えない。東アジ
アだけでも、中国、韓国があり、東南アジアにはアセ
アン諸国があり、インドを中心とする南アジアがあり、
各国各文化は異なった特徴をもっているといえる。そ
こで、筆者らは、北米の対人心理学の知見をベースと
しながら、北米対日本という構図をとらず日本と他の
アジアの独特の文化背景をもった国の青年の心理と行
動を対照させて研究することにより、違う形での文化
相対論のデータを示していくこととした。そして、そ
の成果を北米の知見と対応させ、近年の日本の青年の
対人心理、対人行動を明らかにしていくことを目的と
し、研究を進めている。本論文での研究のテーマは、
対人心理学の主要領域のひとつである自己評価につい
て、同じ、東アジアの隣国、韓国の青年の自己評価と
の比較から日本青年の自己評価の特徴を明らかにする
こととした。本論文では、日本と韓国の比較から、自
己評価の文化相対論の理論的背景となっているとされ
ている、集団主義的価値観の視点についても議論して
いく。ただし、筆者らは、以下に示すように、実証デー
タをもとにした研究を試みているが、ベースとしたデー
タは、限られた調査対象者と対象者数であることは、
先に述べておく。実証的データではあるが、これをもっ
て確証的とはいえず、探索的データである。
　本論文でテーマとして取り上げている自己評価は、
従来から、対人社会心理学の主要テーマであるが、文
化相対論の議論が展開されるなか、自己評価の程度が
文化により異なることが明らかになったため、比較文
化的アプローチの注目のテーマとなっている。
　自己評価とは、自分に対する自らの評価である。自
分自身のポジティブな面もネガティブな面も含めた、
自分自身への評価である。人によって自分への評価は
異なる。ただし、その評価は、他の人からの評価によ
り決まる部分が大きいため、対人心理学のテーマとなっ
ている。さらに、この自己評価が対人心理学の重要な
テーマとなっているのは、Smith,Mackie&Claypool
（2014）が指摘しているように、自己評価は単なる一つ
の自己の特性ではなく、その人の対人的行動や社会的
行動に大きな影響を与える特性だからである。いずれ
にせよ、自己評価は、対人関係の心理学において注目
される分野である。
　ただ、自己評価は、自らが下す評価なので、評価は
客観的ではなく極めて主観的な評価であり、感情的評
価を多く含んでいる。このため、英語の専門用語 Self-
Esteem を邦訳する際に、自己評価と訳すよりもむし
ろ自尊心、あるいはプライドという和訳のほうが適当
なのかもしれない。専門的には、自己評価と訳されて
いるが、このような感情的評価が強いことは、研究上、
留意しなければならない。
　自己評価の程度は、自分は有能であるという自信の
程度や自分は価値があるという自尊心の程度から成り
立っている。この自信や自尊心が、自己評価の高低を
決めている。その形成要因は、勉強やスポーツなどの
これまでの成果や、周りの人々からの称賛などである。
なかでも、成長過程における身近な人との比較が、日
常的な自己評価の高低（特性自己評価）の形成に大き
な影響を与えている。このため、学齢期に成績が良い、
あるいは足が速いなどにより、周りから称賛されて育っ
た人は、性格的に、特性的自己評価が高いと考えられ
ている。
　自己評価は Coopersmith（1967）の研究など、古く
から社会心理学の研究対象になっている。そして、
Rosenberg（1965）が、自己評価スケールを開発した
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ことにより、以後、このスケールを用いて多くの実証
的研究がなされてきた。その成果について、欧米の研
究では、主要な知見として、大半の人が自らの自己評
価を並の人よりも優れていると思っているという計算
上は、ありえない平均以上効果が一貫してみられる、
とされている。その心理的帰因としては、本性的自己
高揚性や自己奉仕的バイアスがあげられている。この
自己奉仕的バイアスによる自己評価の過大評価は、心
理的に問題ではないのか、という議論が生じることに
なったが、その点について、Taylor（1989）は、自己
評価については、適度に過大で、高い方が良いと提言
している。そして、その傾向をポジティブ ・ イリュー
ジョンと名づけ、社会で、より良く生きていくには自
尊幻想を持っていたほうが良く、むしろ幸せであると
している。実証的研究の結果も、高い自己評価の人の
方が、健康的でチャレンジ精神もあり、対人関係に積
極的であるとされている。理論的にも、この高自己評
価傾向は普遍的とみなされ、それを支持する理論とし
て、Leary&Baumeister（2000）の自己評価ソシオメー
ター理論や Harmon-Jones, Simon, Greenberg, Pyszc-
zynski,Solomon,&McGregor.（1997）の恐怖管理理論
が展開されてきている。
　しかし、前述のように文化相対論的アプローチから
自己評価の実証的研究がすすめられると、この普遍性
に疑問がもたれることとなった。特に、北米と日本と
の比較研究により、日本人が、北米人のように、高い
自己評価を示さず、平均以上効果がみられないことが、
明らかにされ、議論の的となった。Heine, Lehman,
Markus,&Kitayama（1999）の研究では、日本人は、
自己評価が低いとされた。しかし、データをよくみる
と、極端に低いわけではなく、日本人は欧米人ほど過
大な自己評価は行なわず、平均以上効果が少なく、自
尊幻想を持たないことが明らかになる。いわば、日本
人の方が、各個人が適正な自己評価を行ない、その結
果、平均値が、スケール上の中間値に近いところになっ
ているのである。つまり、日本人の方が現実的に自己
を評価していることを示しているといえよう。ただし、
従来の自己評価の研究知見が示しているように、それ
が、幸せであるとは限らないが。
　北米人と比較して、日本人の自己評価の低さを議論
するとき、理論的背景として多くの研究者が、Triandis
（1995）の人間関係における個人主義的価値観と集団主
義的価値観の視点から論じ、両者を対照的として、欧
米の個人主義に対して、アジアの集団主義の視点から
論じている。また、同様の理論的背景として、Fiske,
Kitayama,Markus,&Nisbett（1998）は欧米人と日本
人の人間関係を相互独立的と相互協調的として対照さ
せ、集団の中の人間関係を重視する日本人は、個人的
自己評価の高さを呈示するのではなく、対人関係を重
視し、相手をたてるために低い自己評価を呈示すると
している。このような視点に立つと、日本人の自己評
価の低さは、対人場面における自己呈示戦略としての
スキルとみなされることになる。そこでは従来の自己
評価の肯定的な高さの普遍性は、見直される必要はな
いことになる。この点、日本人の自己評価と他者への
呈示について、齊藤（2006）は、調査対象者に直接、
内心の自己評価と誰かに話すときの自己評価を比較し
て研究している。その結果、日本人の内心の自己評価
は、それほど低くなく、一方、言葉として他の人に呈
示する自己評価はかなり低く、日本人の自己評価は人
間関係を良好に保つために謙譲的表現として用いられ
ていることが明らかにされている。ただし、内心にお
いても北米人のように過大な自己評価はみられていな
い。このような日本人の自己評価の相対的低さは、改
めて議論されなければならないだろう。
　前述したように、自己評価の高低を文化相対論で議
論するとき、その視点として欧米は個人主義あるいは
相互独立的であり、東アジアは集団主義あるいは相互
協調的とし、かなり画一的にとらえられ、議論が進め
られている。しかし、アジアには多くの文化があり、
日本のデータをもって、アジアを代表するあるいはア
ジアの典型である、ということはできないであろう。
筆者らもこれまでの研究や体験から、アジアの各国の
文化と人間関係は、類似したところもあるが、異なっ
ているところが多く、それぞれが独自の文化をもって
おり、むしろ、アジア文化内での文化相対的研究は一
つの研究テーマとなると考えてきた。自己評価につい
てもこれまでの筆者らの研究や見聞、体験から、日本
人と他のアジア諸国の文化の人とはかなり異なるので
はないか、と推察できる。
　そこで、本論文では、対人関係に大きな影響を及ぼ
す自己評価について、東アジア文化圏の中で比較研究
をすることを目的とし、具体的な対象国として、日本
同様、集団主義傾向が強いとされている韓国に焦点を
当て、研究を進めることとした。そして、仮説 1 とし
て、従来の研究から、同じ集団主義の文化をもつ日本
と韓国ではあるが、韓国人の自己評価は、日本人の自
己評価よりも高い、と仮説した。
　また、内心と呈示については、従来の研究から、日
本人は内心の自己評価はそれほど低くはないが、呈示
の際に、強く抑えられるとされているが、この傾向は、
韓国人にもあるが、比較すると、日本人の方が強いと
考えた。そこで、仮説 2 として、自己評価は、内心も
呈示も韓国人の方が高い、と仮説した。仮説を実証す
るため、以下の調査を実施した。
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方　法
　調査対象者　調査対象者は482名である。このうち回
答に不備のあった 7 名を除いた475名（日本人男性151
名、日本人女性142名、韓国人男性80名、韓国人女性
102名）を分析対象者とした。
　方法　リッカート法質問紙調査法を用いた。具体的
項目については以下に示す。
　質問項目　Rosenberg（1965）の自己評価尺度の項
目を参考に、日本語と韓国語に翻訳し、内心、発言な
どの項目を加え、独自の調査表を作成した。日本語の
調査項目は下記の10項目で構成されている。
　Ｑ 1 　自分は価値のある人間である。
　Ｑ 2 　自分は色々な良い資質を持っている。
　Ｑ ３ 　自分は敗北者だと思う。
　Ｑ 4 　自分は物事を人よりうまくやれる。
　Ｑ 5 　自分には自慢できるところがない。
　Ｑ 6 　自分は自信がある。
　Ｑ 7 　自分に満足している。
　Ｑ 8 　もっと自分自信を尊敬できるようになりたい。
　Ｑ 9 　自分は駄目な人間である。
　Ｑ10　自分は役に立たない人間だと思う。
　調査尺度　10項目について荻野 ・ 齊藤（2002）の欲
求行動調査表に基づいた内心と発言という心理と行動
の二側面の心理測定法を用いた。評定は、評定尺度 7
件法（まったくあてはまらない－ ３ ～ 0 ～非常によく
あてはまる＋ ３ 、絶対話さない－ ３ ～ 0 ～非常によく
話す＋ ３ ）で回答を得た。
　内心と発言（呈示）　自己評価の内心と発言について
は、各項目に内心と発言の回答欄を作成し、各項目一
つづつについて、内心ではどう思っているか、周囲の
人に対して、自分のことを発言するときは、どのよう
に発言するかを考え、回答するように教示した。詳細
は、齊藤（2007）に示してある。
　調査手続き　大学の授業時間内に配布、回答を得て、
その場で回収した。
結　果
　因子分析と信頼性分析　日本人の自己評価尺度の下
位構造を確認するために、全10項目について主因子法
による因子分析を行った。スクリープロットにより因
子構造を 2 因子とし、再度因子分析（主因子法 ・ プロ
マックス回転）を行った。その結果、内心と呈示でと
もに 2 因子構造が確認された。第 1 因子は全 6 項目で、
因子負荷量が高い項目に、「自分は色々な良い資質を
もっている」「自分は物事を人よりうまくやれる」など
ポジティブな評価の項目が含まれていたので、「ポジ
ティブ評価」と命名した。第 2 因子は全 4 項目で、因
子負荷量が高い項目は「自分は駄目な人間である」「自
分は敗北者だと思う」などネガティブな項目が含まれ
ていたので、「ネガティブ評価」と命名した。因子分析
の結果の因子負荷量と信頼性分析の Cronbach のα係
数を表 1 に示す。
　自己評価の ２ 因子日韓比較　日本人の自己評価の
データの因子分析によって得られた 2 因子をベースと
して、それを構成するそれぞれの項目の上位 2 項目を
採用し、その平均値を下位尺度得点とした。各因子そ
れぞれの自己評価得点を比較するため、因子ごとに日
韓で t 検定を行った。「ポジティブ評価」では内心
（t（450）=8.96、p<.001）と呈示（t（47３）=6.9３、p<.001）
で、「ネガティブ評価」でも、内心（t（478）=5.76、
p<.001）と呈示（t（428）=5.41、p<.001）において有
表 １ 　自己評価尺度因子負荷量およびα係数
ポジティブ評価 ネガティブ評価 α係数
Q_ 2 自分は色々な良い資質を持っている。 .958 .208 .84
Q_ 4 自分は物事を人よりうまくやれる。 .749 .257
Q_ 1 自分は価値のある人間である。 .706 .001
Q_ 6 自分は自信がある。 .605 －.152
Q_ 5 自分には自慢できるところがない。 －.5３5 .148
Q_ 7 自分に満足している。 .３47 －.291
Q_ 9 自分は駄目な人間である。 －.205 .716 .60
Q_ ３ 自分は敗北者だと思う。 .016 .642
Q_ 8 自分は劣等感を持っている。 .３4３ .451
Q_10自分は役に立たない人間だと思う。 －.414 .4３8
因子間相関 －.592 .8３
 17
齊藤 ・ 山田 ・ 金：日本と韓国の青年の自己評価の比較研究
意な差が見られた。結果を図 1 に示す。
　自己評価のそれぞれの項目ごとに日本と韓国の比較、
および内心と呈示の比較をするために、平均値と SD
を算出し、t 検定を行った。その結果、日韓の比較で
は、すべての項目において有意な差が見られた。結果
は、内心（t（417～47３）=３.87～1３.３1、p<.001）、呈示
（t（420～47３）=2.07～9.75、p<.05～.001）であった。
内心と呈示の比較では、日本は、Ｑ 9 （t（292）=1.３9、
n.s.）以外はすべて有意（t（292）=2.10～16.90、p<.05
～.001）であり、韓国ではＱ 5 とＱ 9 （t（181）=0.３2～
1.３8、n.s.）では有意な差が見られなかったが、他の項
目はすべて有意な差が見られた（t（181）=2.51～12.8３、
p<.05～.001）。各項目の平均値は表 2 、図 2 に示す。
これにより、同じアジア文化の一員といっても、また
東アジアの隣国同士といっても、日本と韓国では、自
己評価および、その呈示の仕方において、明確な差が
あることが明らかとなった。これにより、仮説 1 、仮
説 2 ともに支持されたといえよう。
　自己評価の各項目の分析　本研究の自己評価の調査
項目は Rosenberg（1965）に基づき、作成されている。
従来、多くの研究が、この尺度を用いており、本研究
でも、この尺度をベースに項目を作成し、さらに、因
子分析等の分析を行い、日韓の比較と内心と呈示の比
較を行ってきた。しかし、この10項目は、それぞれ関
連はしているが、各項目独自の特性をもっていて、そ
れを詳細に比較することにより、日本人青年と韓国人
青年の特性をより浮き彫りにすることが可能といえよ
う。そこで、ここでは、因子分析に沿ってポジティブ、
ネガティブの項目を各項目別に扱い、日韓の特性を比
較していくことにする。
　まず、ポジティブ自己評価の各項目を分析していく。
自己評価の第 1 因子のポジティブ自己評価の因子負荷
点の最も高い項目は、「自分は色々な良い資質をもって
いる」、である。この項目については、韓国人は内心、
自分はよい資質を強くもっていると自信を示している。
それに比べ、日本人は、良い資質をもっているとは、
思っていないことが明確に示されている。それに加え、
2 番目に負荷量の高い、「自分は物事を人よりうまくや
れる」という項目においても、韓国人はかなり高いプ
ラスの数値を示しており、明らかに平均以上効果が表
わされている。しかし、それ以上に、韓国人が高い自
己評価得点を示しているのが、負荷量が ３ 番目に多い
「自分は価値のある人間である」という項目であり、ポ
ジティブ項目の中で最も高い数値である。このことは、
韓国の青年が、自分の価値に強い自信を示しているこ
図 １ 　日韓因子別平均値
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図 ２ 　日韓項目別平均値
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とが分かる。韓国人のこの高い数値に比べ、日本人の
この項目の数値は比較的に低く、日韓の差が明確に示
されている。日本人は、自分を価値ある人間だと、内
心もあまり思っていない。このことは、日本人の自己
評価の低さを示しているといえよう。Ｑ 1 の自分は価
値のある人間である、の内心評価について、日本人と
韓国人のヒストグラムを作成し、明示した（図 ３ ）。さ
らにポジティブ自己評価の 4 項目「自分は自信がある」
という項目においては、日本人の場合、内心において
も平均がマイナスの数値を示しており、呈示において
はさらにマイナス値を示しており、日本人の自分に対
する自信のなさが明示されている。それに比べ、韓国
人はこの項目においては内心はもちろん、呈示におい
ても、プラスの数値を示しており、内心で自信をもっ
ているだけでなく、人前でも、はっきりと自分の自信
を呈示することが明らかになっている。
　この点、対人場面での日韓の対人対応が非常に異な
り、その違いは対照的であるといえる。
　このためか、次の「自分に満足している」と言う項
目にも、日本人は、自ら自分に満足できずにいるが、
韓国人は自分に満足しているということが明らかにさ
れている。比較して、どちらが幸せかという well-being
の観点からみれば、自分に自信があり満足している韓
国人の方が、自分に自信がなく、満足できない日本人
よりも、幸せといえるかもしれない。しかし、Kitayama,
Takagi&Matsumoto（1995）ら日本人研究者は、自己
批判的態度が、自己改良に結びつき、well-being に結
びつくという考えを示している。では、日本人は本当
に自分を駄目な人間だと思っているのであろうか、と
いうと、そうではないことが、ネガティブ自己評価の
因子の項目の数値を分析していくと垣間見えてくる。
　次に、そのネガティブ自己評価の各項目を分析して
表 ２ 　自己評価尺度　各項目ごとの平均値、標準偏差および日韓比較結果
日本（N=29３） 韓国（N=162）
M SD M SD p
F 1 ：ポジティブ評価
Q 2 _ 自分は色々な良い資質を持っている。
内心 0.44 1.5３ １.45 1.19 ***
呈示 －0.63 1.52 0.3１ 1.３8 ***
Q 4 _ 自分は物事を人よりうまくやれる。
内心 0.5１ 1.55 １.46 1.22 ***
呈示 －0.１9 1.42 0.48 1.41 ***
Q 1 _ 自分は価値のある人間である。
内心 0.66 1.57 ２.２１ 0.98 ***
呈示 －0.7２ 1.55 0.69 1.50 ***
Q 6 _ 自分は自信がある。
内心 －0.35 1.71 １.30 1.３9 ***
呈示 －0.70 1.61 0.66 1.42 ***
Q 5 _ 自分には自慢できるところがない。
内心 0.２6 1.67 －0.6１ 1.65 ***
呈示 －0.２9 1.50 －0.57 1.３３ *
Q 7 _ 自分に満足している。
内心 －0.33 1.72 １.0２ 1.5３ ***
呈示 －0.6２ 1.52 0.44 1.44 ***
F 2 : ネガティブ評価
Q 9 _ 自分は駄目な人間である。
内心 －0.55 1.76 －１.5２ 1.72 ***
呈示 －0.4１ 1.68 －１.38 1.56 ***
Q ３ _ 自分は敗北者だと思う。
内心 0.09 1.80 －0.55 1.67 ***
呈示 －0.45 1.67 －0.8２ 1.59 **
Q 8 _ 自分は劣等感を持っている。
内心 １.45 1.72 ２.２0 1.2３ ***
呈示 －0.35 1.71 0.79 1.70 ***
Q10_ 自分は役に立たない人間だと思う。
内心 －0.48 1.71 －１.9２ 1.44 ***
呈示 －0.67 1.49 －１.6２ 1.３6 ***
注：＊ p<.05　＊＊ p<.01　＊＊＊ p<.001
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いく。因子負荷量が最も高いのは「自分は駄目な人間
である」という項目である。この項目について、ポジ
ティブな自己評価では、自信がなかった日本人も、自
分が駄目な人間であるということは、受け入れていな
い。この項目を否定しており、自分は駄目な人間では
ない、と思い、また、そう自己呈示している。この傾
向は、韓国人の方がさらに強く、自分は駄目な人間で
はないと内心、強く思っている。それだけでなく、そ
の否定を他の人にも強く呈示している。この点からみ
ると、日本人も韓国人も、自己評価は低くなく、自分
を否定することはないことが明らかにされた。ただ、
負荷量が 2 番目に多い「敗北者と思う」という項目に
ついては、日本人は内心、そうかも知れないと思って
いて、社会的状況における自分に対して、自信のなさ
が、表されている。
　さて、この自己評価のネガティブな側面の項目分析
で、少々驚く数値が示された。それは、「自分は劣等感
をもっている」という項目である。ネガティブ項目に
もかかわらず、他の項目と異なり、内心の数値は日本
人も韓国人もともにプラスで、しかも、高い値であっ
た。しかも、韓国人の場合、全項目中、最も高い数値
が示されたのである。日本人も劣等感が強いが、実は
自分に自信をもっているとしている韓国人の方が、よ
り強い劣等感をもっていることが示されたのである。
韓国人の自己評価の複雑な二面性が垣間見られたといっ
てもいいであろう。しかも、日本人は、劣等感をもっ
ているということをあまり呈示しないが、韓国人は、
内心の劣等感が強いだけでなく、そのことを日本人よ
りも他の人に呈示していることが明らかに示されてい
る。しかし、次に、あらためて、「自分は役に立たない
人間だと思っているか」と問われると、日本人も韓国
人も、そうは思っていないと答えている。
　「自分は役に立たない人間だと思う」という項目は、
日本人も韓国人もともに内心も呈示もマイナス値で否
定的である。日本人の72パーセント、韓国人の90パー
セントが、自分を、役に立たない人間ではない、と否
定している（図 4 ）。つまり、役に立つ人間である、と
しているのである。特に韓国人は、この項目を内心で
強く否定し、発言でも否定することが明らかに示され
ている。この項目は、自己評価の項目であるが、社会
的評価の要素を強く含んでおり、そのことが、日本人
にも韓国人にも強く影響し、反発心を生んだのではな
いと考えられる。集団主義社会において、社会に役立
たないことを認めることは、社会的に自己評価の低さ
を示すことになるが、この数値は、両国青年にそんな
傾向がないことを示しているといえよう。
考　察
　本論文は、日本と韓国の青年の自己評価について、
対人心理学的に検討することを研究の目的とした。日
本人と韓国人は、同じ東アジア人として、集団主義的
価値観をもち、日本人も韓国人も自己評価は低い、と
欧米研究者により推論されてきた。それに対して本研
究データは、かなり異なった証左を示した。韓国人の
結果は、日本人よりも有意に自己評価が高く、その数
値は、日本人よりもむしろ欧米人の数値に類似してい
る。この結果の意味するところは、自己評価について
文化相対論からみる個人主義集団主義の視点にいくつ
かの問題を提起するといえよう。
　韓国文化は、日本文化に比べ、より儒教の影響が強
いといわれる。このため、人間関係も、タテの人間関
係が重視され、より謙譲的で自己卑下的という意見も
あるが、筆者らは見聞、体験、メディア等の情報から
推察するに、韓国人の方が、より自己肯定的で、自己
主張的であるという見方をとっている。本研究は、こ
の考えを支持する結果になったといえる。
　前述したように、仮説は支持され、日本人に比べ、
韓国人の方が有意に自己評価が高いことが明らかにさ
図 3 　Q １ 自分は価値のある人間である
日韓ヒストグラム
図 4 　Q１0自分は役に立たない人間だと思う
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れた。このことは、従来の自己評価の文化相対論の北
米と東アジアの相違、個人主義と集団主義の違いによ
り理論的説明することに若干の疑問を投げかけること
になる。東アジアの一角である韓国人の自己評価には
集団主義による自己卑下傾向は示されていない。では、
韓国は集団主義ではないのか、あるいは集団主義傾向
が弱いのかというとそうではないと思える。むしろ、
メディアの情報や韓国人の性格についての著書、それ
に筆者らの調査や体験から、日本よりも、韓国の方が
集団主義的といえるかもしれない。その典型は、日韓
共催の2002年のサッカー FIFA ワールドカップの際の
日本と韓国の街頭応援の違いに明確に表現されている
ように思われる。その韓国人の自己評価の高さは、筆
者らは予測していたが、かなり高く、北米と変わらな
いことから推察すると、日本人の自己評価の相対的低
さは、集団主義に由来するものだけではない、という
ことを考えなければいけないといえる。また、集団主
義が、その文化のメンバーの自己卑下傾向を高めると
いう主張も慎重な再考が求められなければならないと
いえる。
　ここで、韓国人の自己評価の高さを確認するために、
北米と日本の自己評価を比べた Heineetal.（1999）ら
の研究に倣って、調査結果のヒストグラムを示すこと
により、日韓を比較してみる。ここでは、自己評価の
質問項目の 1 番、自分は価値のある人間である、の内
心評価について、日本人と韓国人のヒストグラムを作
成した（図 ３ ）。両者を比較すると、日本人の自己評価
は、平均値が 0 に近く、北米人より相対的には低く、
従来の知見を支持している。しかし、図に示されてい
るように、マイナスの自己評価は、わずかに16.4パー
セントで、日本人の自己評価が絶対的に低いとは言え
ないことが明らかである。むしろ、プラスの評価は54.３
パーセントで、半数以上の人が、自己を肯定的に評価
していることが示されている。少なくとも、内心の自
己評価でも自己卑下的ではないことを示唆している。
他方、韓国人のヒストグラムは、日本人のグラフとは
大きく異なり、平均値が、中間点を超え、明確に平均
以上のプラスの値を示し、北米人のデータと同様の、
あるいはそれ以上に肯定的であることがわかり、平均
以上効果がみられる。韓国人の場合、マイナスの自己
評価は、わずかに1.6パーセントで、90パーセント以上
の人が自己を肯定的に評価していることがわかる。し
かも、ヒストグラムで分かるように、最も評価の高い
プラス ３ の評価が最も多く、半数近い人が、自己評価
を最大級に肯定にとらえていることが示された。この
ことは韓国人の自己評価は、同じ東アジア人の日本人
と類似した傾向を示すのではなく、日本人と対照視さ
れ個人主義といわれる北米人と同じように、強い自己
高揚的傾向を示していることが分かった。
　これらの結果から、高揚的自己評価については、従
来のこの分野の理論的説明は再検討する必要があるか
もしれない。欧米志向の日本人研究者も、“日本を含む
アジア”といった表現は、より注意して使用するのを
心に留めなければならないことが示唆されたといえよ
う。自己卑下的自己評価傾向は東アジア的、というよ
りも、むしろ、日本に特定的ではないか、という視点
から、改めて日本における対人関係の特徴を論議して
いくことが望まれることになる。しかし、先述したよ
うに、日本人のデータも、大きく自己卑下的ではなく、
尺度上の中間点を平均点とする図のような分布を示し
ている。特徴は、大きな平均以上効果がみられないと
いうことである。このことから、個々の日本人は、よ
り正確な自己評価、あるいは、客観的な自己評価をし
ていることの証しということができるかもしれない。
ただし、前述したように、それが、個々の日本人の、
心理的健康や幸せ感を生むことには必ずしもならない。
そのことは、Taylor&Gollwitzer（1995）の主張する
ポジティブ ・ イリュージョン説からうかがえることに
なる。
　内心と呈示の自己評価の日韓比較　次に内心の自己
評価と自己評価の自己呈示について日本人と韓国人を
比較し、考察していく。因子分析の結果に沿って、自
己評価のポジティブな側面とネガティブな側面を、順
次みていく。結果に示されているように日韓とも内心
の自己評価は低くはない。しかし、自己評価を呈示す
る際、内心のままの高さでは、呈示されないことが明
らかに示されている。また、自己評価の呈示において
日韓に明確な相違がみられた。日本と韓国を比較する
と、日本人の場合、内心はプラス値であるが、自己呈
示自己評価は、平均値はマイナス値である。これは、
日本人は、内心の自己評価のポジティブな側面をはっ
きりとは呈示してないこと意味している。一方、韓国
人の結果をみると、日本人と同様に自己評価のポジティ
ブな側面の内心の高さが、そのまま、発言の高さには
なっておらず、呈示の時は抑制されている。しかし、
日本人の場合と違い、抑制はされているが、発言時に
おいても、プラスの値を示しており、他者に対しても
自己評価のポジティブな側面を呈示していることが明
らかにされた。この点で日本人と韓国人の間には統計
的にも有意な差があり、日本人が自己卑下的自己呈示
をしているのに対して、韓国人はむしろ自己高揚的自
己呈示をしていることが示された。このことは、前述
した通り、日本人の自己卑下的自己評価の呈示が、東
アジア的で、集団主義的文化のなかで生じているとい
う視点に議論を投げかけることになる。
　他方、自己評価のネガティブな側面については、内
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心においては日本人も韓国人も平均値はマイナス値を
示している。このことから自己評価のネガティブな側
面については否定的であることが分かる。これは自己
評価においてネガティブな面をもっているということ
を肯定しておらず、日韓ともに自己卑下的ではないこ
とを示唆している。本心では自分に対する否定的な側
面は否定している。逆に言えば、肯定的に自己を評価
していることを示しているのである。このことは東ア
ジア人は、自己卑下的傾向があるという説にも疑問を
投げかける結果といえよう。さらに、日本人のネガティ
ブな側面についての自己呈示を見ると、ポジティブな
面の自己評価呈示とは明らかに異なる結果が示されて
いる。それは、内心だけでなく、呈示時の平均値もマ
イナスで、ネガティブな面に対しては自己呈示も否定
的である。つまり、呈示時においても自己評価のネガ
ティブな側面については肯定せず、自己卑下的ではな
いことが示されている。しかも、内心よりもさらにマ
イナス値であることから、呈示時には、ネガティブな
面を内心よりもさらに否定していることになる。この
ことは、内心より自己高揚的に自己呈示していること
になる。
　一方、韓国人の自己評価のネガティブな側面につい
てみると、その傾向は日本人の傾向と同じ方向を示し
ており、内心においてネガティブな自己評価には否定
的であり、また、呈示においても否定的であった。し
かも、その程度は、日本人よりも、かなり強い傾向が
示されており、韓国人は、自己評価のネガティブな側
面については内心、呈示ともに強く否定している。つ
まり、この点での自己評価は自己肯定的で、二重否定
的に自己高揚的であることが明らかにされた。両者の
結果、日韓ともに、呈示が内心よりも自己高揚的傾向
を示しており、従来の東アジア人の自己呈示における
自己卑下的傾向はみられていない。つまり、日本人も
韓国人も、ともに自己評価のネガティブな側面におい
ては否定的であり、つまり自己高揚的であるといえる。
　ここでもう一度、自己評価のポジティブな側面と自
己評価のネガティブな側面の両者を対照させて日韓の
自己呈示を考えてみる。日本人は、ポジティブな側面
は、発言時に抑えられ、自己卑下的な自己呈示がなさ
れるが、韓国人では、発言時、多少、抑えられるが、
それでも自己高揚的呈示を示している。一方、ネガティ
ブな側面では、日韓とも発言時には抑えられており、
そこでは、日韓とも自己高揚的な自己呈示がなされて
いることが示されたことになる。このことから、二重
否定で逆説的ではあるが、自己評価に対しては、日本
人も韓国人も肯定的で、他者には、高揚的自己呈示を
している、といえる。
　日韓の自己評価のデータを合わせて見ると、日本人
の自己評価は比較的に、低く、韓国人の自己評価は高
い。このことから、東アジアの集団主義による自己卑
下的評価およびその呈示として単純にとらえることは
できなくなる。では、韓国では、より自己評価をスト
レートに表現できるのに対して日本ではなぜそれがで
きないのか。日本人の自己評価とその呈示の低さの心
理的要因については既に齊藤（2007）により論じてい
るが、韓国データとの比較によりさらにそのことが明
確になったといえるので、その点を考察していく。そ
れは、他の文化に比較して日本はタテの人間関係を重
視する中で、状況依存度が高く、このため、日常的な
人間関係も不安定となり、それが一因となり、日本人
は不安傾向が高く、特に対人不安が強く、これが自己
評価を不安定にして、対人場面の自己評価の呈示を低
くしているのではないかと推察した。では、なぜタテ
の人間関係重視が低い自己評価と結びつくのであろう
か。中根（1967）が指摘するように、タテの人間関係
では新参者は、常に一番下に入る。このため、周囲の
人の評価は低く、自らの評価も低くならざるを得ない。
子供の頃から、青年期まで、ずっと低い評価を受けた
人は、そうでない他の文化の人に比べて特性自己評価
は低くなることは、予測できる。このため、日本人の
自己評価の低さの一つの要因は、日本文化のタテの人
間関係重視によるといえよう。しかし、それだけでは
ないことが、今回の研究で明らかにされた。それは韓
国人の自己評価の高さである。韓国文化も、日本同様、
あるいは日本以上に儒教文化の影響下にあり、タテの
人間関係を重視している。しかし、本調査に示された
韓国人の自己評価は低くなく、自己評価の呈示も低く
ないことが、明らかにされた。このため、タテの人間
関係重視が、直接的に自己評価の低下を招いている要
因ではないことが示唆された。そこで、日本人の人間
関係を韓国人の人間関係と対照させながら、自己評価
を低下させる他の要因を検討してみた。その一つが、
人間関係の不安定さである。韓国もタテの人間関係を
重視しているが、より安定的であり、そのことが、自
己評価を高く維持していると推察できる。その証左と
して、たとえば、日韓ともにタテの人間関係を重視し
ているため、敬語が非常に発達しているが、その敬語
の使い方には大きな違いがある。それは絶対敬語と相
対敬語である。絶対敬語とは、特定の二人に限定した
場合、社会的状況にかかわらず、二人の上下関係は決っ
ており、そこで、敬語が用いられるか、否かも、その
関係に固定され、常に一定である。一方、相対敬語と
は、相対する二人、さらにその二人の間で話題になっ
ている人との関係により、敬語を使用するかどうかが
決められ、状況に応じた敬語使用がなされることをい
う。このため、状況、状況で、また、話される話題で
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敬語を変えることになる。つまり、常に状況をみて、
判断しなければならないので、不安定である。日本で
一般的に用いられているのは、この相対敬語である。
このため、会社では、部長に通常、敬語で話している
が、外部から電話があったとき、部長について話すと
きは、敬称は用いてはならない。このような状況では、
敬語は複雑になり、社会常識として、人間関係を考え
ながら正しい敬語使用をしなければならない。このこ
とからも、日本のタテの人間関係は状況に依存してお
り、変わり易く、その分、不安定と推察できる。一方、
韓国の敬語は絶対敬語であるため、会社の部長には常
に敬語で、外部の人と部長について話すときも、敬語
を用いる。このような状況から、同じタテの人間関係
重視でも韓国の方が、関係は安定していると推察でき
る。これは、単に敬語だけではなく、日本と韓国、各々
の人間関係を規定しているのかもしれない。日本特有
の相対性が、状況依存度を高くし、日本の人間関係の
不安定さにつながり、自己評価の低さにつながるので
はないかと以下のように考察を試みた。
　近年、自己評価の研究では自己評価の高低ではなく
自己評価の不安定性が注目されている。自己評価が不
安定な人は、懐疑的で自己が壊れやすいために、不安
で、自己防衛が強い、とされている（Heatherton &
Vohs,2000）。
　日本人は人間関係についてタテの人間関係を重視す
る文化であり、しかも前述のように状況依存的である
とされている（中根，1967）。このことから、人間関係
が不安定であり、このために、自己評価が不安定にな
ると予測できる。そのような不安定な自己評価は誰に
とっても不快な心理状態なので、より快の安定した自
己評価を得ようとする。そうすると、自分より不幸な
人、失敗している人、不遇な人と下方比較が多くなさ
れることになる（Hakmiller, 1966: Wills 1981: Wood,
1989）。下方比較することにより、自己評価が相対的に
上になるからである（Aspinwall&Taylor,199３:Gib-
bons&McCoy,1991）。
　このため、自己評価が不安定な日本人の場合、人は
対人関係において下方比較を好む傾向をもつと推察で
きる。タテ社会で状況依存的な文化をもつ日本での人
間関係で、下方比較を好むということになると、対人
場面において良好な関係を維持しようとしたら、相手
の好む対人対応をするように自己呈示することが望ま
れよう。そうなると日本人は、相手との関係が自分に
とって重要な人間関係とみなした場合、相手がその関
係を快く思うように、つまり下方比較できるように、
自己呈示することになる。つまり、低い自己評価を呈
示するということになる。このような対人的プロセス
から、日本人は、自己卑下的な自己呈示をし、その結
果、対面する人と良好な人間関係を維持しようとして
いるのではないかと考えられる。
　また、タテの人間関係の中で、状況的要因が強い社
会では、年上の人は、年下の人を、押しなべて低く評
価し、それにより、自己の評価を相対的に上げること
を日常的に行っていると思われる。その結果、発達段
階において、他の文化より、より低い自己評価を与え
続けられていることになる。そのことが、日本人の低
い自己評価を形成する一つの要因かもしれない。
　次に、各項目分析により得た結果から、日本人と韓
国人の自己評価を考察していくことにする。一概に、
自己評価といっても、その内容により、日本も韓国も
自己評価がそれぞれ、異なり、また、両者の比較にお
いても異なることが示された。その結果、文化相対論
的アプローチにおいても、よりきめ細かく分析して、
それぞれの文化の特有の視点から理解をし、自己評価
と対人関係における自己評価とその呈示を研究してい
く必要があることが、示唆されるといえよう。各項目
分析を詳しく行なうことによって、改めて、日韓青年
の自己評価の違いが明確になったといえる。日本青年
の自己評価の特徴は、北米研究者が指摘しているよう
に、北米に比べ、自己評価が低く、自己高揚的傾向は
少ない。特にポジティブな自己評価項目においては、
プラスの評価値が低く、北米研究者の結果と同様の自
己評価が低い傾向を示しており、その点では、彼らの
指摘を支持している。しかし、ネガティブな自己評価
の項目を分析すると、日本人の自己評価は本心、必ず
しも低いというわけではないことが分かる。特に否定
的な自己評価について、それを否定し、さらには反発
する傾向がみられた。この結果は、日本人の自己評価
の低さを集団主義の、あるいは日本独特の自己批判的
傾向に帰因するという考え方に簡単には結びつかない
といえよう（Kitayamaetal.,1995b）。ここでは、日本
人の自己評価は、高揚的ではないが、一概に卑下的で
もないことが示唆されているといえよう。ただ、自己
評価の自己呈示となると、すべての項目でマイナス値
が示されており、日本人は自己評価の呈示はかなり控
え目で、発言が抑えられていることが分かった。この
傾向は自己評価だけでなく、日本人が対人場面におい
て自己呈示するときの、気配り、気遣いが、他の文化
の人よりも強く、それが、遠慮、配慮、謙譲など自己
卑下的表現となって、表わされるのではないかと考え
ることができる。では、同じ東アジアの儒教文化圏の
韓国の青年も、北米研究者が示唆するように日本と同
じような傾向をもっているのかどうか、各項目を改め
て概観した結果と、自己評価も自己評価の呈示も、日
本とはかなり異なった傾向を示していることが明らか
にされた。韓国青年の場合、日本青年と比較して、か
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なり高い自己評価を示し、これは、北米の自己高揚的
自己評価と同水準と思われる。項目別にみると、ポジ
ティブな自己高揚は、内心はかなり、高揚的で、呈示
においては、多少抑えられているか、それでも高揚的
であることが示された。またネガティブな項目には、
強く否定的で、これは内心でも呈示でも否定的で、こ
こでも高い自己評価が示されていることが分かった。
ただ、韓国青年の示す自己評価には日本人と比べ、韓
国人特有の傾向がみられた。日本人は、自分は価値あ
る人間だと多少思っているが口には出していない。ま
た、自分は劣等感をもっていると思っているが、これ
も口には出していない。一方、韓国人は、自分は価値
ある人間だと強く思っていて、それを発言もしている。
他方、強い劣等感をもっているが、それも口にも出し
ている。自分は、劣等感は強いが、価値ある人間でも
ある、という二律背反的心理、精神分析的アンビバレ
ンツな感情を日本人よりも強くもっていることが、こ
のデータから示唆されたといえよう。ここでの調査は、
自己評価の研究であるので、これ以上の分析は控える
が、この特徴が日本人と韓国人の心理の違いを顕著に
表わしていると推察できる。今後、この観点からの研
究が進められることが望まれる。また、この傾向に関
する北米との比較も興味がもたれるところである。
　Myers（201３）によれば、自己評価の高低のレベル
や高揚バイアスなど、普遍的なのか、文化相対的なの
かは、主に個人主義と集団主義の視点から議論されて
いるとしている（Heineetal.1999）。この分野の多く
の研究者は、集団主義的なアジア人の自己評価は、北
米や欧州の人たちの自己評価とは非常に異なっている
と、考えている。そして、その例として、日本人の自
己価値の低さを証左としてとりあげている（Kitayama
etal.1995a）。さらに日本人は、自己のネガティブな側
面をかなり大きく受け入れる傾向を示している、とし
ている。しかし、そのような傾向は単純ではないこと
を本研究は明らかにしている。このことから、この視
点の再検討の必要性が示唆されているといえよう。
　ところで、東アジア人の自己評価の低さは、自己高
揚が、異なった文化においては、その文化がどのよう
な特性に価値をおくかが異なってくることに由来する
という仮説がある（Sedikides, Gaertner, & Toguchi,
200３:Sedikides,Gaertner,&Vevea,2005）。北米人の
個人主義的文化では知的能力、独立性、リーダーシッ
プを価値があるとする。このため、その点での自己評
価が高くなり、Rosenberg（1965）の尺度はこれらの
特性を測定しているため、欧米人の自己評価は高くなっ
ている。しかし、集団主義文化の人たちは、他者とう
まくやれることに価値をおいている。このため、Rosen-
berg（1965）の尺度項目では自己評価は高くならない
が、文化の価値観に沿った別の尺度項目を用いれば、
高くなる可能性は高い。つまり、どの文化でも、自己
高揚はあるが、どの特性を自己高揚するかは、その文
化が、人のどのような特性に価値をおいているかによ
り決まってくるというのである。人は、その文化が価
値をおく特性を自らの特性として自己高揚するという
のである。この議論は自己評価の文化相対的考察には
重要な示唆を与え、今後、この分野の研究の方向付け
に大きな意味を持つといえよう。しかし、このような
仮説も、その前提として、東アジアの集団主義的価値
観が、欧米人と異なり、そのため、その点での自己評
価が低いことを基底として議論を進めている。しかし、
本研究が示すように、東アジアの一国、韓国人の自己
評価は欧米人と同じように高いことが示唆された。そ
の点から、理論的背景も含め、自己評価についての議
論は、さらに多くの文化からデータを収集し、詳細に
分析して、再検討する必要性があるといえよう。
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要　約
　本研究は、立正大学心理学研究所の共同研究「近年の若者の対人関係特性の社会心理学的研究」の一
部である。本研究は、対人心理の領域の自己評価に関して、日本と韓国の青年を対象に、内心と呈示に
ついて、比較研究を行なうことを目的とした。方法は質問紙調査法で行なった。得られた結果について
日韓両青年の自己評価について文化相対論的視点から、議論し考察した。分析対象の被調査者は、日本
人学生29３名韓国人学生162名である。質問紙は Rosenberg の自己評価尺度を参考に自己評価の内心と呈
示が調査できるように独自の調査を作成している。結果は、まずデータを因子分析し、ポジティブ評価
因子をネガティブ評価因子の二因子を見出した。各々の因子にもとづき、日韓の内心、呈示の比較をし、
さらに各項目について検討した。その結果、日本と韓国は、東アジアの集団主義価値観を有する文化で
あることから、自己評価においても、欧米と対照的に両文化とも自らも低く評価するとも推測されるが、
結果は、筆者らが予測した通り、韓国青年の方が日本青年よりも、自己評価が高いことが明らかにされ、
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自己評価の低さを集団主義に帰因することへの議論が提示された。また、日本の青年も、他者への呈示
では、自己評価を低く発言するが、内心は、それほど低くはなく、心の中では欧米人ほど高くないが、
低くはない自己評価をしていることも明らかにされた。また、日韓とも自己評価のネガティブな側面に
ついては、否定的であった。その点で、二重否定的に自己高揚的であることが明らかにされた。この点
で、日本人の自己評価が低くないことが示された。今後、対人心理学における文化相対論的な研究は、
よりきめの細かい諸文化へのアプローチが必要であることが示唆されたといえよう。
キーワード：自己評価、自己呈示、日韓比較、集団主義的価値観
